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進
藤
康
子   
要
旨 
江
戸
時
代
後
期
の
博
多
の
歌
人
、
大
隈
言
道
（
お
お
く
ま
こ
と
み
ち
）
の
新
出
書
簡
①
～
④
を
補
足
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
。
凡
例
は
、
大
隈
言
道
年
譜
稿
第Ⅰ
部
参
照
。 
 
キ
ー
ワ
ー
ド
大
隈
言
道
、
嘉
永
三
十
六
歌
仙
、
鴨
川
集
、
小
林
重
治
、
宮
崎
重
徳
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補
足
資
料
書
簡

❶
『
大
隈
言
道
書
翰
』







貴
書
奉
拝
披
候
。
残
暑
去
日
に
相
成
朝
夕
少
は
凌
安
相
成
候
。

扨
小
倉
表
御
立
越
西
田
ぬ
し
（
西
田
直
養
一
）
是
外
社
中
な
ど
に
御
面
話
被
成
候
も
御
様
子
杳
察
仕
候
。


扨
々
御
楽
み
相
成
候
と
奉
察
候
。
わ
た
く
し
無
音
出
詠
而
巳
に
て
近
来
は
あ
ま
り
他
行
も
仕
不
申
候
。
御
う
ら
山
敷
由
に
奉
存
候
。


扨
又
、
嘉
永
三
十
六
歌
仙
の
儀
御
問
被
下
。
一
昨
々
年
が
書
肆
に
て
相
求
一
読
仕
候
も
、
わ
た
く
し
の
目
に
は
付
不
申
候
故
。
早
速
人
に
与
え
申
し
候
。

友
達
春
平
（
岡
部
東
平
）
等
の
歌
御
座
候
へ
共
あ
ま
り
嘉
永
も
言
ひ
過
ぎ
に
て
、
嘉
永
の
不
手
際
ど
ち
の
恥
が
ま
し
く
、
古
人
に
向
ひ
候
は
来
世
に
も
人
の
こ
と
な
が
ら
汗
顔
の
仕
合
せ
と
奉
存
候
。

あ
ま
り
何
も
知
ら
ず
の
撰
と
存
じ
、
ち
よ
と
見
申
候
の
み
に
て
人
に
遣
し
申
し
候
。
大
切
な
る
年
号
を
書
け
ば
古
人
は
申
に
不
及
後
世
恐
る
可
く
奉
存
候
。

あ
ま
り
御
意
を
被
懸
候
歌
拝
見
不
申
候
。
豊
樹
ぬ
し
と
御
論
ひ
御
尤
に
奉
存
候
。
わ
た
く
し
の
歌
は
遣
は
ざ
る
可
く
は
、
一
二
首
に
て
御
す
ま
せ
被
下
度
候
。

先
日
博
多
の
者
も
彼
方
に
参
り
、
今
の
千
草
卿
に
も
対
顔
致
し
出
題
な
ど
御
座
候
由
、
さ
の
み
面
白
き
事
と
も
存
じ
不
申
候
。

鴨
川
集
五
篇
、
中
の
島
書
林
に
下
さ
せ
置
候
。
此
節
谷
川
下
候
中
山
悔
み
話
承
り
候
処
、
谷
川
大
分
や
り
つ
け
候
由
、
右
鴨
川
に
も
わ
た
く
し
社
中
内
二
十
人
計
り
に
て
、
百
六
十
八
首
入
選
致
し
、
国
中
師
家
四
人
自
詠
社
中
迄
入
れ
、
不
残
に
て
百
首
計
こ
と
に
人
は
三
十
六
七
人
に
あ
ま
り
候
。

諸
国
人
大
抵
こ
れ
に
て
相
分
候
儀
故
、
御
安
慮
可
被
下
候
。
谷
川
か
の
中
山
に
（
中
略
）
し
た
が
ひ
不
申
候
。

引
取
候
由
、
吉
田
丹
波
殿
し
ひ
て
詠
草
を
い
だ
さ
せ
見
せ
ら
れ
候
処
、
遂
に
出
□
敷
に
詠
草
点
冊
出
来
不
申
候
由
に
て
、
本
の
詠
草
差
戻
候
様
御
座
候
。
及
催
促
御
座
候
処
書
損
候
由
に
て
（
中
略
）。

返
却
不
致
候
由
に
て
其
侭
に
て
出
府
仕
候
由
、
主
人
久
太
夫
殿
も
入
門
に
て
不
残
人
々
点
削
を
迄
候
て
も
何
も
わ
か
ら
ず
の
人
達
と
て
谷
川
は
ま
ぜ
不
申
候
。

終
日
に
及
鴨
川
彼
地
に
も
入
来
谷
川
な
ど
の
う
た
も
感
吟
の
う
た
入
撰
に
相
成
候
に
付
、
是
に
て
大
抵
安
堵
仕
申
候
。

と
に
角
己
れ
を
み
が
き
さ
へ
致
し
候
は
ば
、
言
わ
ず
と
も
世
上
に
分
明
致
し
申
候
。
社
中
三
十
六
家
位
な
ら
ば
よ
か
る
可
く
、
嘉
詠
三
十
六
家
は
ち
と
痛
み
入
申
候
。
未
熟
の
著
述
取
る
に
足
ら
ず
、
よ
は
貴
面
に
申
べ
く
候
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉 
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也


〇
其
外
事
に
奉
存
知
候
。
今
日
徳
門
三
七
日
に
相
当
い
た
し
候
に
付
御
状
御
弟
子
相
添
早
速
相
達
可
申
候
、
何
事
も
書
終
上
申
候
求
よ
り
乱
揮
御
免



















七
月
廿
八
日

言
道


重
治
ぬ
し
二

右
の
書
翰
三
で
言
道
は
、
痛
烈
に
『
嘉
永
三
十
六
歌
仙
』
を
非
難
し
て
い
る
。
「
わ
た
く
し
の
目
に
は
付
不
申
候
故
早
速
人
に
与
え
申
し
候
」
、
一
昨
々
年
言
道
は
本
屋
で
『
嘉
永
三
十
六
歌
仙
』
を
も
と
め
た
が
、
余
り
ひ
ど
い
の
で
人
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
ほ
ど
、
腹
立
た
し
い
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
に
が
そ
ん
な
に
気
に
入
ら
な
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、
言
道
が
、
歌
論
『
ひ
と
り
ご
ち
』
で
述
べ
て
い
る
様
に
「
天
保
の
民
は
天
保
の
歌
を
歌
え
」
と
時
代
時
代
に
則
っ
た
、
其
の
時
代
を
生
き
た
証
の
う
た
を
求
め
た
彼
に
と
っ
て
、
こ
こ
に
選
ば
れ
た
人
た
ち
の
歌
す
べ
て
が
「
嘉
永
」
と
い
う
時
代
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、「
あ
ま
り
嘉
永
も
言
ひ
過
ぎ
に
て
、
嘉
永
の
不
手
際
ど
ち
の
恥
が
ま
し
く
」
と
、
折
角
「
嘉
永
」
と
名
付
け
た
か
ら
に
は
言
道
の
嫌
う
「
木
寓
歌
」
で
あ
る
「
昔
の
古
歌
の
物
ま
ね
歌
」
で
は
「
嘉
永
」
を
表
現
し
て
い
な
い
こ
と
が
「
汗
顔
の
仕
合
せ
と
奉
存
候
あ
ま
り
何
も
知
ら
ず
の
撰
」
と
批
難
し
た
訳
で
あ
る
。

「
社
中
三
十
六
家
位
な
ら
は
よ
か
る
可
く
嘉
詠
三
十
六
家
は
、
ち
と
痛
み
入
申
候
未
熟
の
著
述
取
る
に
足
ら
ず
」
と
「
嘉
永
」
を
つ
け
な
け
れ
ば
、
其
の
時
代
を
代
表
し
た
事
に
な
ら
ず
、
「
木
偶
歌
」
が
、
混
じ
っ
て
い
て
も
、
ま
だ
し
も
許
せ
る
と
述
べ
、
大
変
手
厳
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
歌
の
詠
み
ぶ
り
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

言
道
の
歌
友
で
同
郷
の
筑
前
藩
士
で
あ
っ
た
岡
部
東
平
（
春
平
）
を
は
じ
め
、
中
島
弘
足
、
萩
原
広
道
、
近
藤
芳
樹
、
西
田
直
養
、
熊
谷
直
好
、
八
田
知
紀
な
ど
、
言
道
と
交
流
の
あ
っ
た
知
人
友
人
が
多
く
入
集
し
て
い
る
点
を
考
る
と
、
言
道
自
身
が
入
集
し
な
か
っ
た
事
へ
の
、
悔
し
さ
が
な
か
っ
た
か
。
激
し
く
非
難
を
し
た
要
因
の
一
つ
に
、「
あ
ま
り
何
も
知
ら
ず
の
撰
」
と
い
う
よ
う
に
選
者
の
自
分
の
業
績
へ
の
理
解
が
な
か
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
集
の
選
者
は
秋
元
安
民
。
こ
の
集
と
は
、『
嘉
永
三
十
六
歌
撰
』（
刊
記
、
奥
付
な
し
。
刊
本
一
冊
、
秋
元
安
民
自
序
。
国
会
図
書
館
蔵
）
を
指
す
。

『
嘉
永
三
十
六
歌
撰
』
に
入
集
し
た
三
十
六
人
の
名
と
出
身
は
、
以
下
で
あ
る
。

・
野
之
口
隆
正
（
津
和
野
藩
）
・
飯
田
秀
雄
（
因
幡
）
・
西
田
直
養
（
豊
前
小
倉
藩
）
・
小
林
歌
城
（
江
戸
）
・
萩
原
広
道
（
大
坂
）
・
植
松
茂
岳
（
尾
張
藩
）
・
瀬
口
久
敬
・
安
部
磐
根
（
陸
奥
）
・
足
代
弘
訓
（
伊
勢
）
・
八
田
知
紀
（
薩
摩
藩
）
・
近
藤
芳
樹
（
長
門
萩
藩
）
・
鈴
木
高
鞆
（
周
防
）
・
平
野
広
（
尾
張
藩
）
・
仲
間
顕
忠
（
江
戸
）
・
高
藤
彦
麿
（
江
戸
）
・
富
樫
広
蔭
（
伊
勢
）
・
大
高
雅
斎
（
備
中
）
・
長
澤
伴
雄
（
紀
伊
藩
）
・
伊
達
千
広
（
紀
伊
藩
）
・
岡
部
東
平
（
江
戸
）
・
沖
安
海
（
伊
勢
）
・
出
雲
国
造
尊
孫
（
出
雲
）
・
山
田
常
典
（
江
戸
）
・
天
野
政
徳
（
江
戸
）
・
本
居
内
遠

尾
張
・
本
居
春
庭
（
紀
伊
藩
）
・
松
田
直
兄
（
京
都
）
・
石
川
依
平
（
遠
江
）
・
熊
谷
直
好
（
大
坂
）
（）
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・
嶋
重
老
（
出
雲
）
・
中
島
広
足
（
長
崎
）
・
荒
木
田
久
守
（
伊
勢
）
・
加
納
諸
平
（
紀
伊
藩
）
・
御
巫
清
直
（
伊
勢
）
・
前
田
夏
蔭
（
江
戸
）
・
井
上
文
雄
（
江
戸
）
・
黒
沢
翁
満
（
武
蔵
藩
）

書
簡
の
中
で
言
道
は
次
に
門
弟
の
事
に
話
を
む
け
る
。
「
鴨
川
集
五
篇
中
の
島
書
林
に
下
さ
せ
置
候
」「
右
鴨
川
に
も
わ
た
く
し
社
中
内
二
十
人
計
り
に
て
百
六
十
八
首
入
選
致
し
国
中
師
家
四
人
自
詠
社
中
迄
入
れ
不
残
に
て
百
首
計
こ
と
に
人
は
三
十
六
七
人
に
あ
ま
り
候
」
と
、
自
分
の
社
中
か
ら
、
弟
子
が
二
十
人
も
入
集
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

『
鴨
川
五
郎
集
』
が
売
り
出
さ
れ
た
の
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
七
）
の
春
で
あ
る
。
『
鴨
川
五
郎
集
』
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
作
者
姓
名
録
」
に
は
、
筑
前
出
身
の
作
者
が
五
八
名
で
、
そ
の
中
か
ら
、
言
道
社
中
と
思
わ
れ
る
人
々
二
十
名
を
次
に
挙
げ
る
。
数
字
は
入
集
歌
数
、〔
〕
は
そ
の
典
拠
と
な
る
資
料
名
（『
大
隈
言
道
家
集
』
の
略
は
『
家
集
』
と
す
る
）
を
次
に
記
す
。

〇
蘆
雪
（
法
伝
寺
）
筑
前
福
岡
五
首
〔『
家
集
』『
向
稜
集
』『
笠
山
集
』〕
〇
と
め
子
（
谷
川
佐
左
衛
門
妻
）
筑
前
藩

三
首

〔『
笠
山
集
』〕
〇
利
丸
（
中
村
仁
平
）
筑
前
藩


六
首

〔『
家
集
』『
乙
巳
集
』〕
〇
幹
辰
（
谷
川
佐
左
衛
門
）
筑
前
藩
十
二
首

〔『
春
野
集
』『
向
稜
集
』
『
笠
山
集
』〕
〇
幹
臣
（
谷
川
佐
左
衛
門
父
）
筑
前
藩
一
首

〔『
笠
山
集
』〕
〇
行
敏
（
明
石
餘
春
）
筑
前
藩
十
五
首

〔『
向
稜
集
』『
木
葉
日
記
』〕
〇
象
子
（
法
伝
寺
室
）
筑
前
福
岡
三
首

〔『
向
稜
集
』『
笠
山
集
』〕
〇
槌
子
（
長
野
休
山
妻
）
筑
前
藩
五
首

〔『
向
稜
集
』『
霜
月
巻
』〕
〇
元
子
（
野
村
新
三
妻
）
筑
前
藩
十
四
首

〔『
家
集
』『
今
は
し
集
』『
向
稜
集
』『
笠
山
集
』〕
〇
貞
則
（
野
村
卯
冴
左
衛
門
）
筑
前
藩
十
一
首
〔『
家
集
』『
向
稜
集
』『
笠
山
集
』『
乙
巳
集
』〕
〇
貞
貫
（
野
村
新
三
）
筑
前
藩

十
一
首
〔『
今
は
し
集
』『
向
稜
集
』『
笠
山
集
』『
新
泉
日
記
』〕
〇
相
遠
（
二
川
幸
之
進
）
筑
前
藩




六
首
〔『
笠
山
集
』〕
〇
三
々
子
（
小
寺
七
郎
左
衛
門
妻
））
筑
前
藩

八
首
〔『
向
稜
集
』『
霜
月
巻
』
望
東
書
簡
〕
〇
久
繁
（
生
田
喜
内
）
筑
前
藩




七
首
〔『
大
隈
言
道
伝
』〕 
〇
勝
寛
（
神
代
三
右
衛
門
）
筑
前
藩


七
首
〔『
向
稜
集
』〕
〇
常
興
（
野
阪
豊
次
郎
）
筑
前
藩



七
首
〔『
向
稜
集
』『
霜
月
巻
』〕
〇
寿
子
（
生
田
久
繁
妻
）
筑
前
藩



五
首
〔『
笠
山
集
』〕
〇
守
貞
（
野
村
勘
右
衛
門
）
筑
前
藩


六
首
〔「
書
簡
」〕
〇
正
臣
（
賀
来
四
郎
右
衛
門
）
筑
前
藩

七
首
〔「
書
簡
」〕
〇
石
秀
（
宮
崎
勘
兵
衛
）
筑
前
藩

六
首
〔『
向
稜
集
』『
霜
月
巻
』〕
四

右
の
書
翰
に
お
い
て
、
後
半
に
な
る
と
、
言
道
の
主
張
は
「
と
に
角
、
己
れ
を
み
が
き
さ
へ
致
し
候
は
ば
、
言
わ
ず
と
も
世
上
に
分
明
致
し
申
候
」
と
な
っ
て
い
く
。
と
に
か
く
自
分
を
磨
き
、
自
分
の
歌
を
詠
ん
で
い
け
ば
、
き
っ
と
認
め
ら
れ
る
は
ず
だ
と
自
分
に
も
言
い
聞
か
せ
、
励
ま
し
た
で
あ
ろ
う
心
境
の
推
移
の
跡
が
認
め
ら
れ
る

こ
の
書
翰
は
、
佐
々
木
信
綱
、
梅
野
満
雄
の
『
大
隈
言
道
と
そ
の
歌
』
に
一
部
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
、
翻
刻
さ
れ
た
部
分
が
、
所
々
省
か
れ
、
特
に
手
紙
の
日
付
を
含
む
後
半
は
、
割
愛
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
研
究
者
は
、
こ
の
本
の
所
収
部
分
を
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
踏
襲
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
「
こ
の
書
翰
は
、
何
時
誰
あ
て
と
も
わ
か
ら
な
い
が
『
鴨
川
五
郎
集
』
に
言
道
が
、
社
中
（
歌
友
門
弟
）
の
作
を
ま
と
め
て
投
稿
し
た
、
そ
の
報
告
で
あ
る
。
」
と
他
の
論
文
に
お
い
て
も
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
や
は
り
こ
の
後
半
部
分
が
判
明
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
今
回
、
言
道
の
こ
の
書
翰
に
よ
り
宛
名
が
「
小
林
重
治
」
と
い
う
人
物
で
、
言
道
を
物
心
両
面
で
支
え
続
け
、『
草
径
集
』
出
版
の
折
に
は
、
多
額
の
出
費
を
い
と
わ
な
か
っ
た
福
岡
飯
塚
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
ま
た
、
書
簡
が
出
さ
れ
た
年
は
確
定
で
き
な
い
が
、
お
お
よ
そ
嘉
永
の
末
以
降
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
で
き
、
書
簡
の
日
付
「
七
月
二
十
八
日
」
も
判
明
し
た
。
愛
弟
子
小
林
重
治
宛
の
手
紙
だ
か
ら
こ
そ
、
遠
慮
の
な
い
言
道
の
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
言
道
が
こ
れ
ほ
ど
辛
辣
な
言
葉
を
使
っ
た
例
は
他
に
あ
ま
り
見
な
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
示
す
こ
の
書
簡
は
、
言
道
を
家
集
『
草
径
集
』
五
出
版
へ
の
道
へ
と
一
途
に
進
ま
せ
た
こ
と
を
物
語
り
大
変
有
効
で
あ
る
。
大隈言道研究 年譜編第Ⅲ部 （進藤 康子） 
 
也


〇
其
外
事
に
奉
存
知
候
。
今
日
徳
門
三
七
日
に
相
当
い
た
し
候
に
付
御
状
御
弟
子
相
添
早
速
相
達
可
申
候
、
何
事
も
書
終
上
申
候
求
よ
り
乱
揮
御
免



















七
月
廿
八
日

言
道


重
治
ぬ
し
二

右
の
書
翰
三
で
言
道
は
、
痛
烈
に
『
嘉
永
三
十
六
歌
仙
』
を
非
難
し
て
い
る
。
「
わ
た
く
し
の
目
に
は
付
不
申
候
故
早
速
人
に
与
え
申
し
候
」
、
一
昨
々
年
言
道
は
本
屋
で
『
嘉
永
三
十
六
歌
仙
』
を
も
と
め
た
が
、
余
り
ひ
ど
い
の
で
人
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
ほ
ど
、
腹
立
た
し
い
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
に
が
そ
ん
な
に
気
に
入
ら
な
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、
言
道
が
、
歌
論
『
ひ
と
り
ご
ち
』
で
述
べ
て
い
る
様
に
「
天
保
の
民
は
天
保
の
歌
を
歌
え
」
と
時
代
時
代
に
則
っ
た
、
其
の
時
代
を
生
き
た
証
の
う
た
を
求
め
た
彼
に
と
っ
て
、
こ
こ
に
選
ば
れ
た
人
た
ち
の
歌
す
べ
て
が
「
嘉
永
」
と
い
う
時
代
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、「
あ
ま
り
嘉
永
も
言
ひ
過
ぎ
に
て
、
嘉
永
の
不
手
際
ど
ち
の
恥
が
ま
し
く
」
と
、
折
角
「
嘉
永
」
と
名
付
け
た
か
ら
に
は
言
道
の
嫌
う
「
木
寓
歌
」
で
あ
る
「
昔
の
古
歌
の
物
ま
ね
歌
」
で
は
「
嘉
永
」
を
表
現
し
て
い
な
い
こ
と
が
「
汗
顔
の
仕
合
せ
と
奉
存
候
あ
ま
り
何
も
知
ら
ず
の
撰
」
と
批
難
し
た
訳
で
あ
る
。

「
社
中
三
十
六
家
位
な
ら
は
よ
か
る
可
く
嘉
詠
三
十
六
家
は
、
ち
と
痛
み
入
申
候
未
熟
の
著
述
取
る
に
足
ら
ず
」
と
「
嘉
永
」
を
つ
け
な
け
れ
ば
、
其
の
時
代
を
代
表
し
た
事
に
な
ら
ず
、
「
木
偶
歌
」
が
、
混
じ
っ
て
い
て
も
、
ま
だ
し
も
許
せ
る
と
述
べ
、
大
変
手
厳
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
歌
の
詠
み
ぶ
り
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

言
道
の
歌
友
で
同
郷
の
筑
前
藩
士
で
あ
っ
た
岡
部
東
平
（
春
平
）
を
は
じ
め
、
中
島
弘
足
、
萩
原
広
道
、
近
藤
芳
樹
、
西
田
直
養
、
熊
谷
直
好
、
八
田
知
紀
な
ど
、
言
道
と
交
流
の
あ
っ
た
知
人
友
人
が
多
く
入
集
し
て
い
る
点
を
考
る
と
、
言
道
自
身
が
入
集
し
な
か
っ
た
事
へ
の
、
悔
し
さ
が
な
か
っ
た
か
。
激
し
く
非
難
を
し
た
要
因
の
一
つ
に
、「
あ
ま
り
何
も
知
ら
ず
の
撰
」
と
い
う
よ
う
に
選
者
の
自
分
の
業
績
へ
の
理
解
が
な
か
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
集
の
選
者
は
秋
元
安
民
。
こ
の
集
と
は
、『
嘉
永
三
十
六
歌
撰
』（
刊
記
、
奥
付
な
し
。
刊
本
一
冊
、
秋
元
安
民
自
序
。
国
会
図
書
館
蔵
）
を
指
す
。

『
嘉
永
三
十
六
歌
撰
』
に
入
集
し
た
三
十
六
人
の
名
と
出
身
は
、
以
下
で
あ
る
。

・
野
之
口
隆
正
（
津
和
野
藩
）
・
飯
田
秀
雄
（
因
幡
）
・
西
田
直
養
（
豊
前
小
倉
藩
）
・
小
林
歌
城
（
江
戸
）
・
萩
原
広
道
（
大
坂
）
・
植
松
茂
岳
（
尾
張
藩
）
・
瀬
口
久
敬
・
安
部
磐
根
（
陸
奥
）
・
足
代
弘
訓
（
伊
勢
）
・
八
田
知
紀
（
薩
摩
藩
）
・
近
藤
芳
樹
（
長
門
萩
藩
）
・
鈴
木
高
鞆
（
周
防
）
・
平
野
広
（
尾
張
藩
）
・
仲
間
顕
忠
（
江
戸
）
・
高
藤
彦
麿
（
江
戸
）
・
富
樫
広
蔭
（
伊
勢
）
・
大
高
雅
斎
（
備
中
）
・
長
澤
伴
雄
（
紀
伊
藩
）
・
伊
達
千
広
（
紀
伊
藩
）
・
岡
部
東
平
（
江
戸
）
・
沖
安
海
（
伊
勢
）
・
出
雲
国
造
尊
孫
（
出
雲
）
・
山
田
常
典
（
江
戸
）
・
天
野
政
徳
（
江
戸
）
・
本
居
内
遠

尾
張
・
本
居
春
庭
（
紀
伊
藩
）
・
松
田
直
兄
（
京
都
）
・
石
川
依
平
（
遠
江
）
・
熊
谷
直
好
（
大
坂
）
（）
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❸
言
道
書
簡
（
重
徳
宛
て
） 
                                    
   
こ
の
御
扇
何
の
御
し
め
し
も 
相
見
不
申
候
へ
ど
も
し
た
た
め
申
候
事
に
て 
可
有
御
座
と
存
揮
愚
筆
申
候
御 
来
陽
目
出
度
可
得
貴
意 
草
々
如
此
御
座
候
頓
首 










言
道 

 重
徳
ぬ
し 

御
も
と
へ 
  
右
書
簡
の
「
重
徳
ぬ
し
」
は
、
宮
崎
重
徳
と
思
わ
れ
る
。
飯
塚
の
人
。
そ
の
子
重
道
も
言
道
門
下
。
庄
屋
で
も
あ
り
、
薩
摩
屋
と
称
し
宿
を
営
ん
で
お
り
、
重
徳
の
代
か
ら
歌
を
た
し
な
ん
で
い
る
。
言
道
が
扇
面
に
認
め
る
和
歌
に
つ
い
て
「
こ
の
御
扇
」「
し
た
た
め
申
候
事
に
て
」「
揮
愚
筆
申
候
」
と
申
し
述
べ
、
扇
に
言
道
が
和
歌
な
ど
を
書
い
て
さ
し
あ
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
道
ら
し
い
伸
び
や
か
な
達
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
子
の
重
道
は
、
父
重
徳
の
七
回
忌
を
安
政
四
年
春
に
、
飯
塚
真
福
寺
で
執
り
行
っ
て
い
る
。
こ
の
七
回
忌
に
は
言
道
も
参
加
し
て
、
和
歌
を
奉
納
し
て
い
る
こ
と
が
言
道
の
『
今
橋
集
下
』
に 
 

仏
事
飯
塚
宮
崎
重
道
が
父
重
徳
七
回
真
福
寺
に
て
一
会
法
名
日
貫
居
士 
 
春
の
日
の
な
が
な
が
し
き
に
仏
達
う
ち
む
か
へ
れ
ど
こ
と
と
ひ
も
な
し 
 

て
ら
に
ま
と
ゐ
を
し
て
う
た
な
ど
よ
め
る
時 
 
君
故
に
あ
ま
た
の
と
も
の
数
そ
ひ
て
あ
と
と
ふ
け
ふ
の
あ
は
れ
な
る
哉 
 

て
ら
の
花
散
る
を
見
て 
 
さ
ま
ざ
ま
に
ち
り
ゆ
く
花
の
か
た
か
へ
て
ゆ
く
へ
悲
し
き
世
の
中
ぞ
か
し 
 
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。 
大隈言道研究 年譜編第Ⅲ部 （進藤 康子） 
 

次
に
新
出
書
簡
三
通
（
個
人
蔵
）
を
紹
介
す
る
。

❷
言
道
書
簡
（
石
夫
宛
て
） 
                                 
 
尊
書
奉
拝
披
候
過
日
は
初
て 
御
来
訪
被
下
候
へ
ど
も
御
何
事
も
不 
申
上
不
敬
う
ち
過
申
候
其
節
は 
御
念
入
被
下
候
御
果
子
今
日
も
又
々 
御
下
恵
被
為
下
御
礼
申
尽
難 
家
内
う
ち
挙
難
有
か
り
申
候
以
来 
御
心
事
御
配
慮
被
下
ま
じ
く
此
段 
奉
希
候
明
日
よ
り
し
ば
し
御
帰
栖
六 
又
の
御
出
奉
祈
候
御
申
遣
候
短
冊 
書
調
御
使
へ
相
渡
申
候 






五
月
七
日 
以
上 
石
夫
雅
伯
七

言
道 







貴
報 


御
う
た
何
卒
す
こ
し
づ
ゝ
御
作 


是
又
い
の
り
申
候
わ
た
く
し 


存
候
た
け
は
わ
か
り
易
候
様 


工
夫
い
た
し
可
申
候 


御
何
事
も 


貴
面
な
ら
で
は
と
申
上
略
候 












以
上 
  
右
の
書
簡
の
石
夫
雅
伯
は
不
詳
だ
が
、「
御
帰
栖
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
栖
の
人
で
あ
ろ
う
。
鳥
栖
、
田
代
に
は
、
村
山
漢
古
八
な
ど
の
門
人
が
お
り
、
そ
の
地
域
の
人
か
。
言
道
の
短
冊
を
求
め
て
、
菓
子
を
携
え
、
言
道
宅
に
来
訪
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
う
た
づ
く
り
の
指
導
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鳥
栖
、
田
代
の
門
人
宅
に
、
言
道
は
歌
の
指
導
に
、
ひ
と
月
以
上
も
滞
在
し
た
記
録
が
言
道
の
『
今
橋
集
上
』
に
あ
る
。 
 

田
代
小
松
原
の
い
ほ
に
一
月
ば
か
り
あ
り
て 
 
い
づ
る
月
松
は
待
ち
得
で
立
ち
た
る
を
洩
る
影
の
み
や
お
が
物
な
る 
 
な
か
な
か
に
出
る
は
み
え
て
ま
だ
み
え
ぬ
本
あ
ら
の
松
の
は
が
く
れ
の
月 
（）
四
－ 85 －
大隈言道研究　年譜編第Ⅳ部　（進藤　康子）
  
 
 
❸
言
道
書
簡
（
重
徳
宛
て
） 
                                    
   
こ
の
御
扇
何
の
御
し
め
し
も 
相
見
不
申
候
へ
ど
も
し
た
た
め
申
候
事
に
て 
可
有
御
座
と
存
揮
愚
筆
申
候
御 
来
陽
目
出
度
可
得
貴
意 
草
々
如
此
御
座
候
頓
首 










言
道 

 重
徳
ぬ
し 

御
も
と
へ 
  
右
書
簡
の
「
重
徳
ぬ
し
」
は
、
宮
崎
重
徳
と
思
わ
れ
る
。
飯
塚
の
人
。
そ
の
子
重
道
も
言
道
門
下
。
庄
屋
で
も
あ
り
、
薩
摩
屋
と
称
し
宿
を
営
ん
で
お
り
、
重
徳
の
代
か
ら
歌
を
た
し
な
ん
で
い
る
。
言
道
が
扇
面
に
認
め
る
和
歌
に
つ
い
て
「
こ
の
御
扇
」「
し
た
た
め
申
候
事
に
て
」「
揮
愚
筆
申
候
」
と
申
し
述
べ
、
扇
に
言
道
が
和
歌
な
ど
を
書
い
て
さ
し
あ
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
道
ら
し
い
伸
び
や
か
な
達
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
子
の
重
道
は
、
父
重
徳
の
七
回
忌
を
安
政
四
年
春
に
、
飯
塚
真
福
寺
で
執
り
行
っ
て
い
る
。
こ
の
七
回
忌
に
は
言
道
も
参
加
し
て
、
和
歌
を
奉
納
し
て
い
る
こ
と
が
言
道
の
『
今
橋
集
下
』
に 
 

仏
事
飯
塚
宮
崎
重
道
が
父
重
徳
七
回
真
福
寺
に
て
一
会
法
名
日
貫
居
士 
 
春
の
日
の
な
が
な
が
し
き
に
仏
達
う
ち
む
か
へ
れ
ど
こ
と
と
ひ
も
な
し 
 

て
ら
に
ま
と
ゐ
を
し
て
う
た
な
ど
よ
め
る
時 
 
君
故
に
あ
ま
た
の
と
も
の
数
そ
ひ
て
あ
と
と
ふ
け
ふ
の
あ
は
れ
な
る
哉 
 

て
ら
の
花
散
る
を
見
て 
 
さ
ま
ざ
ま
に
ち
り
ゆ
く
花
の
か
た
か
へ
て
ゆ
く
へ
悲
し
き
世
の
中
ぞ
か
し 
 
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。 
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校
註 
 
一㻌
西
田
直
養
。
小
倉
藩
士
。
歌
人
。
大
平
門
。
筱
舎
と
号
す
。
『万
葉
長
歌
格
』
『筱
舎
漫
筆
』等
を
著
す
。 
二㻌
福
岡
県
飯
塚
の
言
道
門
下
。
代
々
酒
造
業
を
営
み
言
道
の
『草
径
集
』に
は
多
大
の
援
助
を
し
た
。
特
に
『草
径
集
』出
版
の
折
に
は
物
心
両
面
で
支
え
た
。
歌
集
に
は
、
『壬
戌
歌
撰
』『自
詠
集
中
抄
』『荻
葉
集
』な
ど
が
あ
る
。 
三㻌
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
「大
隈
言
道
書
簡
三
」 
四
穴
山
健
氏
ご
教
示
。 
五
詳
し
く
は
次
の
文
献
を
参
照
。 
『
和
歌
文
学
大
系
７
４
』（
明
治
書
院
）『
布
留
散
東
・は
ち
す
の
露
・草
径
集
・志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』「「
草
径
集
」
解
説
（
進
藤
康
子
校
註
・
解
説
）。 
「
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
大
隈
言
道
『
続
草
径
集
』
翻
刻
と
解
題
」
（『
文
献
探
究
』
４
６
～
４
９
号
）
拙
稿
。 
六
佐
賀
県
鳥
栖
か
。
言
道
は
、
日
田
の
広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
に
学
ぶ
際
、
そ
の
途
中
の
鳥
栖
市
田
代
に
よ
く
立
ち
寄
っ
た
。 

言
道
『
甲
辰
集
』
に 
た
し
ろ
の
さ
と
村
山
漢
古
、
さ
い
つ
と
し
、
み
ま
か
り
け
る
を
、
こ
と
し
墓
に
詣
で
て
た
む
け
け
る
う
た 
か
す
み
た
つ
田
代
の
里
の
小
松
原
け
ふ
き
て
み
れ
ば
あ
り
し
世
に
君
が
い
へ
ら
く
と
し
を
へ
て
死
な
ば
こ
こ
に
と
か
ね
て
よ
り
奥
津
城
ど
こ
ろ
し
か
も
か
く
定
め
た
ま
ひ
て
終
に
か
く
し
づ
ま
り
ま
し
ぬ
う
つ
せ
み
の
世
の
こ
と
し
げ
み
ゆ
く
水
の
は
や
く
も
問
は
で
い
た
づ
ら
に
い
つ
な
な
と
せ
の
春
あ
き
か
経
る 
と
、
亡
き
門
下
生
に
長
歌
を
詠
み
、
墓
に
詣
で
て
い
る
。 
七
六
よ
り
、
石
夫
は
、
不
詳
だ
が
、
鳥
栖
の
人
で
あ
ろ
う
。 
八
心
学
の
『
自
覚
談
』（
上
下
）
の
著
書
が
あ
る
。
藩
校
「
東
明
館
」
教
官
。 
九
古
川
直
道
の
「
宝
月
楼
」
別
荘
に
は
、
亀
井
南
冥
の
筆
で
書
か
れ
た
額
装
が
あ
っ
た
。「「
宝
月
楼
」
に
は
川
か
ら
の
舟
が
横
付
け
で
き
、
舟
に
お
い
て
も
歌
会
が
催
さ
れ
た
。 
一
〇
蠟
を
と
る
こ
と
を
家
業
と
し
た
。
別
荘
「
宝
月
楼
」
に
は
、
文
人
墨
客
が
多
く
訪
れ
た
。
言
道
も
歌
会
指
導
の
折
の
定
宿
と
し
て
い
た
。 
大隈言道研究 年譜編第Ⅲ部 （進藤 康子） 
 
 
❹
言
道
書
簡
（
重
徳
宛
て
） 
                                    
貴
喩
奉
拝
展
候
近
来
は 
久
敷
打
絶
如
何
被
為
渡
候
哉
と 
奉
存
上
申
候
処
久
敷
御
不
快
に
御
座
候
由 
併
近
来
は
御
快
方
に
付
七
夕
御
歌 
不
相
変
蝋
燭
御
下
恵
不
残 
難
有
受
納
仕
候
御
う
た
短
冊
に
相
認 
供
祭
可
仕
候
不
相
変
手
許
に
て
は
若
き
者
共 
避
暑
か
て
ら
七
夕
祭
も
競
居
申
候
取
紛 
不
及
巨
細
草
々
如
此
御
座
候
尚 
後
便
可
申
上
候
頓
首 
 
副
啓
残
暑
も
今
す
こ
し
に
相
成 
申
候
条
随
分
御
自
重
御
専
一
と
奉
存
候 















以
上 














言
道
 
重
徳
老
契 
 
尚
々
御
う
た
御
中
絶
と
は
見
へ
不
申
候 
奉
祝
着
候 
通
太
ぬ
し
御
始
御
連
中
に
も
御
序
に 
宣
奉
頼
候 

右
書
簡
の
「
七
夕
御
歌
」「
御
う
た
短
冊
に
相
認
、
供
祭
可
仕
候
」「
御
う
た
御
中
絶
と
は
見
へ
不
申
候
」
な
ど
の
文
面
よ
り
、
重
徳
の
歌
も
添
削
指
導
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
、
そ
の
交
流
の
跡
が
伺
え
る
。
当
時
貴
重
で
あ
っ
た
蝋
燭
な
ど
も
ら
っ
た
お
礼
や
、
体
調
を
気
遣
う
文
言
が
書
か
れ
て
い
る
。
飯
塚
門
下
に
は
、
小
林
重
治
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
宮
崎
重
徳
、
そ
の
子
宮
崎
重
道
や
、「
宝
月
楼
九
」
の
古
川
直
道
一
〇
な
ど
の
仲
間
が
お
り
、
書
簡
③
～
④
よ
り
当
時
の
飯
塚
歌
壇
の
歌
会
の
様
子
の
一
端
が
髣
髴
と
さ
れ
る
。
    
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